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株 式 会 社 Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ 

「古代アンデス文明展」における 
ＶＲおよびスマートフォンを活用した新体感の提供 

～ドコモがリードするデバイスＷｅｂＡＰＩ技術で、リアルタイムＶＲ空間共有体験を可能に～ 

株式会社ＮＴＴドコモ（以下、ドコモ）は、株式会社東京放送ホールディングス（以下、ＴＢＳ

ホールディングス）及び株式会社ＴＢＳテレビ（以下、ＴＢＳテレビ）との業務提携※１の一環として

１０月２１日（土）から国立科学博物館で開催される特別展「古代アンデス文明展」※２へ出資し、

ドコモのＩｏＴ技術を活用した「ＶＲ ウユニ塩湖～１７，０００ｋｍの彼方へ～」※３及びドコモのスマートフォンを

利用したマルチメディアガイドを提供します。「ＶＲ ウユニ塩湖～１７，０００ｋｍの彼方へ～」では、    

「 デ バ イ ス Ｗ ｅ ｂ Ａ Ｐ Ｉ 」 技 術 ※ ４ （ 以 下 、 本 技 術 ） を Ｖ Ｒ シ ス テ ム 構 築 に 応 用 し 、

汎用的なＶＲ空間共有システム※５（以下、本システム）として実現しました。 

本システムでは、環境を問わずにデバイスの相互接続性を実現する「デバイスＷｅｂＡＰＩ」技術により、 

従来のＶＲ空間共有システムでは特定の開発環境やデバイスに依存していたＶＲ空間での姿勢や位置の

情報※６、各種入力デバイスの操作情報※７、コンテンツ制御、多台数制御などといった、ＶＲでの操作や  

制御に必要なプログラミングの記述の共通化を実現しています。また、インターネット通信環境の有無に 

かかわらず、ＰＣアプリケーションやスマートフォン、Ｗｅｂブラウザなどの特定の環境にも依存しない形で 

容易にＶＲコンテンツの作成を可能とします。本システムによって、今回のような博物館や美術館などでの

ＶＲコンテンツにおいて、複数のお客さまによる体験の共有が手軽に実現でき、案内スタッフによる

オペレーションを容易にできます。

「ＶＲ ウユニ塩湖～１７，０００ｋｍの彼方へ～」では、本技術を活用し、複数人同時にウユニ塩湖を  

再現したＶＲ空間のリアルタイム共有体験が可能になります。 

ドコモは、５Ｇ時代に向け、今後も幅広いパートナー企業との連携を促進し、イノベーションと

コラボレーションを通じてお客さまのスマートライフの実現をめざします。

※１ ドコモは、２０１３年８月にＴＢＳホールディングスおよびＴＢＳテレビと業務提携に合意しました。

（https://www.nttdocomo.co.jp/info/news_release/2013/08/29_01.html） 

※２ 古代アンデス文明展（http://andes2017-2019.main.jp/andes_web/）

※３ 古代アンデス文明展イベント情報（http://andes2017-2019.main.jp/andes_web/event/index2.html）
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※４ 「デバイスＷｅｂＡＰＩ」とは、ドコモが開発した様々なメーカーのＩｏＴ機器を制御管理できるＡＰＩ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ

Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）です。本技術は、国際標準化規格「ＧｏｔＡＰＩ（ゴット・エー・ピー・アイ）」に準拠しています。   

・「ＧｏｔＡＰＩ」とは、「Ｇｅｎｅｒｉｃ Ｏｐｅｎ Ｔｅｒｍｉｎａｌ ＡＰＩ」の略であり、ドコモ、ＡＴ＆Ｔ等が中心となりＯＭＡにて標準化を推進

しています。

・ＯＭＡとは「Ｏｐｅｎ Ｍｏｂｉｌｅ Ａｌｌｉａｎｃｅ」の略であり、携帯電話に関する規格策定を行うスマートフォンベンダー・周辺機器

ベンダー・通信キャリアなどが加盟する国際的な標準化団体です。

【デバイスＷｅｂＡＰＩの新エンタメ体験等での一部利用事例】 

２０１６年１１月 アイドルグループ・ライブイベント（アイドルの心拍数を来場者のスマホに配信） 

２０１７年３月 ＣｅＢＩＴオープニングイベント（演者の心拍数のＡＲ演出に利用） 

２０１７年３月 ＩＨＩステージアラウンド東京（ＡＲ字幕システム制御） 

２０１７年６月 みんなのＶＲ™（ドコモのＶＲソリューションでの利用） 

２０１７年９月 東レパンパシフィックオープンテニストーナメント２０１７（ＡＲライブ映像制御）

※５ ＡＲやＶＲ空間上で３ＤＣＧのオブジェクト、キャラクターなどをリアルタイムに多人数で共有するシステム。

※６ スマートフォンなどに内蔵されたセンサーから得られる位置・姿勢情報（インサイドアウト方式）、ＶＲ体験をする環境に設置

されたセンサーから得られる位置・姿勢情報（アウトサイドイン方式）に対応。 

※７ 各種ＶＲリモコン、スマートフォン内蔵センサー、スマートフォンに接続するＩｏＴ機器のセンサー情報などに対応。

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

【サービスに関するお問い合わせ】 

株式会社ＮＴＴドコモ 

プラットフォームビジネス推進部  

サービス開発担当

ＴＥＬ：０３－５１５６－３７３４ 

【技術に関するお問い合わせ】 

株式会社ＮＴＴドコモ 

サービスイノベーション部

第２サービス開発担当

ＴＥＬ：０４６－８４０－３８７３ 



デバイスＷｅｂＡＰＩによるＶＲ空間共有システムの実現 

        

デバイスＷｅｂＡＰＩを利用することで、様々な実行環境やデバイスを連携しＶＲコンテンツ制御と

デバイス制御の実装を簡易に実現しています。サーバーとデバイス間の通信機能を同一の記述ルールで 

実装することを可能とし、複数の方式の異なる入力デバイスを一種類の入力デバイスに見立てて実装して

います。 

別紙 


